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■ はじめに

　 このたびは、 fi-5750C イ メージスキャナ装置を

お買い上げいただき、誠にありがと う ございます

fi-5750C は、 ADF と フラ ッ トベッ ドの両方でカ

ラー画像を読み取る こ とができるスキャナ装置
です。

装置に添付されている User Manual（CD-ROM）の

中に、オペレータガイ ドが格納されています。 ス
キャナ装置の取り扱いと日常のお手入れ、消耗品
の交換、 ト ラブルの対処方法などが記されていま
す。 あわせてご一読ください。

電波障害自主規制について

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協
議会 （VCCI） 基準に基づく ク ラス B 情報技術装

置です。 この装置は、家庭環境での使用を目的と
していますが、装置をラジオやテレビジ ョ ン受信
機に近接して使用されますと、受信障害を引き起
こすこ とがあ り ます。取り扱い説明書に従い、装
置を正し く取り扱ってください。

国際エネルギースタープログラム
について

弊社は、国際エネルギー
スタープログラムにおけ
る参加事業社として、本
製品が国際エネルギース
タープログラムの基準に
適合していると判断しま
す。

国際エネルギース ター
プログラムは、 コンピュータをはじめと したオ
フ ィ ス機器の省エネルギー化促進のための国際
的なプログラムです。 このプログラムはエネル
ギー消費を効率的に抑えるための機能を備えた
製品の開発、普及の促進を目的と したもので、事
業者の自主判断によ り 参加でき る任意制度と
なっています。 対象となる装置は、 コンピュー
タ、ディ スプレイ、 プリ ンタ、 ファ クシ ミ リおよ
び複写機等のオフィ ス機器で、それぞれの基準な
らびにマークは参加各国で統一されています。

高調波ガイド ラインについて

高調波ガイド ライン適合品

ハイセイ フテ ィ用途での使用につ
いて

本製品は、 一般事務用、 パーソナル用、 家庭用、
通常の産業用等の一般的用途を想定して設計・製
造されているものであり、原子力施設における核
反応制御、 航空機自動飛行制御、 航空交通管制、
大量輸送システムにおける運行制御、生命維持の
ための医療用機器、兵器システムにおける ミサイ
ル発射制御など、 極めて高度な安全性が要求さ
れ、仮に当該安全性が確保されない場合、直接生
命・身体に対する重大な危険性を伴う用途 （以下
「ハイセイフティ用途」 とい う） に使用されるよ
う設計・製造されたものではあり ません。 このハ
イセイフテ ィ用途に必要な安全性を確保する措
置を施すこ とな く本製品を使用しないでくださ
い。お客様がハイセイフティ用途に本製品を使用
したこ とによ り発生する損害につきましては、お
客様または第三者からのいかなる請求または損
害賠償に対しても弊社は一切その責任を負いま
せん。

事業系の使用済み製品の引き取り
と リサイクルについてのお願い

･ この製品の所有権が事業主にある場合には、
使用後に廃却される製品は産業廃棄物扱いと
なり、 廃棄する際にはマニフェス ト伝票 （廃
棄物管理表） の発行が必要となり ます。

･ 製品所有者が弊社に廃棄を依頼される場合に
は、 弊社と連携している物流会社 （産業廃棄
物収集運搬許可業者） にて引取り ますので、
その際には、 「PFU  ライフビジネス株式会社
　首都圏リサイクルセンター」 （電話 0467-
70-7290） へお問い合わせをお願いします。

･ 弊社では、 リサイクルシステムを構築し、 リ
サイクルセンターで使用済製品の解体、 分別
処理によ り、 部品の再使用や材料へのリサイ
クルを行っています。
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水銀使用について

本製品のランプには水銀が使用されています。危
険防止のために下記の事項を厳守してください。

･ 口に入れないでください。
本製品の水銀が体内に入る と危険です。

･ 気体や粉末、 液体にしないでください。
本製品を焼いたり、 砕いたり、 科学的処理を
した液体を吸引、 誤飲する と危険です。

･ 廃棄する場合は、 関係国内法及び貴社廃棄物
処理規定に従ってください。
本製品を廃棄する場合は、 一般産業廃棄物や
家庭用廃棄物とは別にしてください。

グリーン製品について

本製品は、当社の厳
しい環境評価基準
（リ サイ クル、 省エ
ネ化、環境にやさし
い素材の採用など）
を ク リ ア した地球
にやさしい「グ リー
ン製品」 と して提供しています。

詳細は富士通ホームページの 「環境のコーナー」
をご参照ください。   http://eco.fujitsu.com/

複製について

紙幣、貨幣、政府発行の有価証券およびパスポー
ト、公共団体や民間団体発行の免許証許可証、公
文書、私文書などの複製は違法であり、処罰の対
象となり ます。

紙幣等の偽造防止について

紙幣、有価証券などをスキャナを使用してプリ ン
タに不正に印刷する と、その印刷物の使用如何に
かかわらず下記の法律に違反し、 罰せられます。
刑法　第 148 条、第 149 条、第 162 条、通貨及証

券模造取締法　第 1 条、 第 2 条等

著作権について

書籍、 絵画、 版画、 地図、 図面および写真などの
著作物は、個人的にまたは家庭内のその他、 これ
らに準ずる限られた範囲内で使用する用途以外

は、権利者の許可なしに複製するこ とはできませ
ん。

商標および登録商標について

Microsoft、 Windows および WindowsNT は、 米国

Microsoft Corporation の米国およびその他の国に

おける登録商標です。
ISIS および QuickScan は、 EMC Corporation の米

国における登録商標および商標です。
Adobe、 Adobe ロゴ、 Acrobat、 および Acrobat ロ

ゴは、 Adobe Systems Incorporated （アドビシステ

ムズ社） の商標です。
その他、本書中の商品名や製品名は、各社の登録
商標または商標です。

商標の表記について

本書では、 次の用語について省略して記述しています。

Windows 95 Microsoft® Windows® 95
operating system 日本語版

Windows 98 Microsoft® Windows® 98
operating system 日本語版

Windows Me Microsoft® Windows® 
Millennium Edition operating 
system 日本語版

Windows 2000 Microsoft® Windows® 2000 
Professional operating system
日本語版

Windows XP Microsoft® Windows® XP 
Professional operating system
日本語版、
Microsoft® Windows® XP
Home Edition operating system
日本語版

Windows NT 4.0 Microsoft® Windows NT®
Server operating system
Version 4.0 日本語版、
Microsoft® Windows NT®
Workstation operating system
Version 4.0 日本語版

上記すべてのオペレーテ ィ ングシステムを区別
しないで使用する場合は、 Windows® と表記して

います。
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■ 本書をお読みいただ く前に

装置を安全にお使いいただ く ため
に

装置を安全にお使いいただくために、 本書には、
お買い上げいただいた製品を安全に正し く使用
するための重要な事柄が記載されています。本製
品をご使用される前に、 本書を熟読して くださ
い。特に、本書に記載されている 『安全上のご注
意』 は、必ずお読みいただき、内容をよ く理解さ
れた う えで本製品をお使いいただく よ うお願い
します。
また、本書は、本製品の使用中にいつでもご覧に
なれるよ うに、 大切に保管してください。

本書で使用している警告表示につ
いて

本書では、製品を安全に、かつ正し くお使いいた
だき、あなたや他の人々に加えられるおそれのあ
る危害や存在を未然に防止するために、次のよ う
な表示をしています。

この表示を無視して誤った取り扱いをする と、人
が死亡、または重傷を負う可能性が想定される内
容を示しています。

この表示を無視して誤った取り扱いをする と、人
が損害を負う可能性が想定される内容、および物
的損害のみが想定される内容を示しています。

本書で使用している記号について

本書では、警告表示とは別に、説明中に以下の記

号を使用しています。                 

本書に記載されている画面につい
て

画面は、改善のため予告なく変更するこ とがあ り
ます。
表示された画面が、本書に記載されている画面と

特に注意が必要な事項が書かれていま
す。 必ずお読みください。

 操作に関するワンポイン ト アドバイス

が書かれています。

三角で示した記号は、 警告、 注意を促す
事項であるこ とを告げるものです。 記号
の中には、 具体的な警告内容を示す絵が
描かれています。

丸に斜線で示した記号は、 してはいけな
い行為 （禁止行為） であるこ とを告げる
ものです。 記号の中やその脇には、 具体
的な指示内容を表す絵が描かれている場
合もあ り ます。

R
黒塗りの丸に白抜きで示した記号は、 必
ず従っていただく内容であるこ とを告げ
るものです。 記号の中には、 具体的な指
示内容を表す絵が描かれている場合もあ
り ます。
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異なる場合は、対象ソフ ト ウェアの取扱説明書を
参考にして、実際の画面に従って操作してくださ
い。
な お、 本 書 に 記 載 し て い る 画 面 は、
FUJITSUTWAIN32 スキャナド ラ イバ、 FUJITSU
ISIS ド ライバ、イ メージキャプチャ リ ングソフ ト

ウェア ScandAll 21、 QuickScanTM および Adobe
Acrobat のものです。

メンテナンスについて

当製品の修理はお客様自身でおこなわないでく
ださい。
製品をお求めになった販売店、 あるいは RM-1
ページの 「PFU イ メージング サービス＆サポー

トセンター」 に連絡してください。

■ 安全上のご注意

          

電源ケーブルを傷つけない

電源ケーブルを傷つける と、 火災や感電の
原因になるこ とがあ り ます。
重いものを載せたり、 引っ張ったり、 無理
に曲げたり、 ねじった り、 加熱した り して
電源ケーブルを傷つけたり、 加工した り し
ないでください。
また、 電源ケーブルや電源プラグが痛んだ
り、 コンセン トの差し込み口がゆるい場合
は、 使用しないでください。

指定された電源ケーブルや接続ケーブルを使用する

指定された電源ケーブルや接続ケーブル以
外は使用しないでください。 感電や故障の
原因となるこ とがあ り ます。

表示された電源電圧以外の電圧で使用しない。 たこ足配線
しない

表示された電源電圧以外の電圧で使用しな
いでください。 火災や感電の原因となるこ
とがあ り ます。
また、 たこ足配線をしないでください。

濡れた手で電源ケーブルを触らない

濡れた手で電源プラグを抜き差しします
と、 感電の原因となるこ とがあ り ます。

電源プラグのほこりは、 よ く拭き取る

電源プラグの金属部、 および金属部の取り
付け面にホコ リが付着している場合は、 乾
いた布でよ く拭いてください。 火災や感電
の原因となるこ とがあ り ます。

油煙、 湯気、 湿気、 ほこりの多い場所には設置しない

油煙、 湯気、 湿気、 ほこ りの多い場所に設
置しますと、 火災や感電の原因となるこ と
があ り ます。

異臭がしたら使用しない

万一、 機器から発熱や煙、 異臭や音がする
などの異常が発生した場合は、 ただちに機
器本体の電源スイ ッチを押して電源を切
り、 その後、 必ず電源プラグをコンセン ト
から抜いてください。 煙が消えるのを確認
して、 販売店または PFU  イ メージング

サービス＆サポートセンター (RM-1 ページ

) に連絡して ください。 お客様自身による

修理は危険ですから絶対におやめくださ
い。
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機器を破損したら電源を切る

機器を落と した り、 カバーなどを破損した
場合は、 機器本体の電源スイ ッチを押して
電源を切り、 電源プラグをコンセン トから
抜いてください。 その後、 販売店または
PFU  イ メージングサービス＆サポートセン

ター （RM-1 ページ） に連絡してください。

本体に水をかけたり、 濡らした り しないで
ください。

内部に水や異物を入れない

開口部 （通風口など） から内部に金属類や
燃えやすいものなどの異物を差し込んだ
り、 落と し込んだり しないでください。
コーヒーなどの液体やク リ ップなどの金属
片が装置内部に入らないよ うに気をつけて
ください。
本体に水をかけたり、 濡らした り しないで
ください。 
異物 （水、 金属片、 液体など） が機器の内
部に入った場合は、 ただちに機器本体の電
源スイ ッチを押して電源を切り、 電源プラ
グをコンセン トから抜いてください。

その後、 販売店または PFU イ メージング

サービス＆サポートセンター
（RM-1 ページ） に連絡してください。 特に

お子様のいるご家庭ではご注意ください。

むやみに内部を開かない

装置を分解したり、 改造した り しないでく
ださい。 内部に高電圧部分があ り ます。

本装置は日本国内専用です

本装置は日本国内専用です。 海外などで使
用する と、 火災や感電の原因になる場合が
あ り ます。

装置を不安定なところに置かない

スキャナのどの部分も机から突き出さない
よ うに置いてください。 また、 装置は底部
の水平な部分を保持して ください。 装置を
不安定な場所に置かないでください。 振動
の少ない、 装置が傾かないよ うな平らな場
所に置いてください。

電源プラグを確実に差し込む

電源プラグはコンセン トの奥まで確実に差
し込んでください。

通気口をふさがない

通気口をふさぎますと、 装置の内部が高温
になるため、 火災や故障の原因となるこ と
があ り ます。 通気口をふさがないでくださ
い。

装置の上に重量物をのせない、 上にのらない

装置の上に重いものを置いたり、 装置の上
で作業したり しないでください。 事故やけ
がの原因となるこ とがあ り ます。

寒い部屋から急に暖かい部屋に移動させた場合は、 すぐ
に使用しない

寒い部屋から急に暖かい部屋に移動させる
と、 機器が結露する場合があ り ます。 その
まま使用する と、 原稿読み取り不良となる
場合があ り ます。 暖かい部屋に１～２時間
放置して、 内部が乾いてから、 使用してく
ださい。
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装置を移動するときは、 電源プラグをコンセン トから抜
く

ケーブルを接続したまま装置を移動
させますと、 ケーブルが傷つき、 火
災や感電、 けがの原因となる こ とが
あ り ます。装置を移動する場合は、必
ず電源プラグをコンセン トから抜い
て ください。 また、 接続ケーブルな
ども外して ください。 作業は足元に
十分注意して行ってください。

装置を一人でもたない

装置を動かすと きは決して一人で行
なわないでください。

静電気を避ける

強い磁界やノ イズ発生源から離して設置し
てください。 また、 静電気を避けてくださ
い。 静電気を発生させますと、 誤動作の原
因になり ます。 床材や設置する机には静電
気を発生させない材質のものを選んでくだ
さい。

エアスプレーを使用しない

清掃などの目的でエアスプレーを使用しな
いでください。 スプレーから噴射される強
い空気によって、 埃などが装置内部に侵入
し、 故障や装置異常の原因となる場合があ
り ます。

歯車やローラなどに衣服やネクタイ、 髪を巻き込まれな
いようにする

歯車やローラなどの可動部に衣服の袖やネ
クタイ、 髪を巻き込まれないよ うにして く
ださい。 けがの原因となるこ とがあ り ま
す。

長時間使用しないときは、 電源プラグをコンセン トから
抜く

長時間機器を使用しないと きは、 安全のた
め、 必ず電源プラグをコンセン トから抜い
てください。

直射日光の当たる場所に置かない

直射日光の当たる所や暖房機の近く
には置かないでください。 装置内部
の温度が上がり、 火災や故障の原因
となる こ とがあ り ます。 また、 通気
性、 換気性の良い場所で使用して く
ださい。

装置を移動する前に、 ADF 輸送ロックネジおよび輸送

ロックがロックされていることを確認する。

　　

装置を移動する前に、 ADF 輸送ロッ

クネジおよび輸送ロ ッ クがロ ッ ク さ
れている こ と を確認して ください。
ロ ッ ク しないで移動する と装置が故
障する恐れがあり ます。
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お使いになる前に
1.1 本体と付属品の確認

スキャナを開梱したら、梱包品がすべて揃ってい
るかど うかを添付の梱包品チェ ッ ク リ ス ト で確
認してください。
万一、足りないものや不良品があり ましたら、販
売店または PFU  イ メージングサービス＆サポー

トセンター （RM-1 ページ） まで連絡してくださ

い。
なお、本体と付属品はていねいに取り扱ってくだ
さい。

1.2 各部の名称と機能  

スキャナの各部の名称について示します。

■前面 （フラ ッ トベッ ド）　 　 　

■前面　  　 　

表 1 

№ 名称 機能

1 ドキュ メ ン ト
カバー

閉める と、読み取り位置にセッ
ト した原稿が固定されます。

2 原稿台 フラ ッ トベッ ド読み取りの場
合、 こ こに原稿をおきます。

3 原 稿 押 さ え
パッ ド

原稿を原稿台に押し付けて固
定します。

4 ADF輸送ロッ

クネジ

ADF を固定します。 輸送時に

使用します。

5 ロ ッ クネジ保
管位置

ADF 固定解除後、 抜き取った

ADF 輸送ロッ クネジを保管し

ます。

6 ハンドル ドキュ メ ン ト カバー開閉時に
操作します。

表 2 

№ 名称 機能

7 操作パネル スキャナを操作するために使
用します。ファンクシ ョ ンナン
バーディ スプレイにはスキャ
ナの状態が表示されます。

8 A D F 給紙

シュート

ADF 読み取りの場合、 原稿を

こ こにセッ ト し、サイ ドガイ ド
を原稿幅に合わせます。

9 輸送ロッ ク フラ ッ トベッ ドのキャ リ アユ
ニッ ト を固定します。輸送時は
ロッ ク状態にします。

10 ADF ボタン ADF を開く場合、 このボタン

を押して開きます。

11 A D F ( A u t o -
mat ic  Docu-
ment Feeder)

原稿を読み取り位置まで自動
的に繰り込みます。回転および
スラ イ ド させる事で ３つの位
置に設定できます。

12 スタ ッカ ADF で読み取られた原稿が積

み重なり ます。高さ調節ができ
ます。

表 1 

№ 名称 機能
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各部の名称と機能
■ 背面　　　 ■ ADF 部品　 　  　

表 3 

№ 名称 機能

13 EXT コネクタ オプシ ョ ン接続用のコネク タ
です。

14 U S B イ ン タ

フェースコネ
クタ

USB インタフェースケーブル

を接続します。

15 SCSI イ ン タ

フェースコネ
クタ

SCSI インタフェースケーブル

を接続します。

16 S C S I  I D ス

イ ッチ

SCSI ID を設定します （出荷時

の設定は ID=5）

17 サ ー ド パ ー
ティ スロ ッ ト
（オプシ ョ ン
ボード スロ ッ
ト ）

オプシ ョ ンボード を接続しま
す。

18 サイ ドガイ ド
ボタン

サイ ドガイ ド を調節する と き
に使用します。

19 インレッ ト ADの電源コンセン トからの電

源ケーブルを接続します。

20 電源スイッチ 電源を投入／切断するために
使用します。

表 4 

№ 名称

21 シュート ローラ  ( 通常はカバーが閉じていま

す）

22 ピッ クアーム

23 ピッ クローラ

24 ブレーキローラ

25 フ ィード ローラ

26 プラスチッ クローラ

27 シートガイ ド

28 超音波センサ （マルチフ ィード検出）

29 ガラス
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お使いになる前に
1.3 操作パネルの機能と使用方法

操作パネルは、 スキャナの右側にあり ます。 この
パネルは、 ファンクシ ョ ンナンバーディ スプレ
イ、 ボタン、 LED から構成されています。

また、 操作パネルのオーバーレイは必要に応じ、

交換可能です。 　 　 　　

*） 設定の詳細については、 Setup CD-ROM で提

供されている 「FUJITSU TWAIN32 スキャナド ラ

イバ取扱説明書」 、 および User Manual CD-ROM
で提供される 「fi-5750C オペレータガイ ド」 を参

照してください。

•  8

電源投入直後に点灯します。

•  P

電源の投入後、 イニシャル処理実行中である
こ とを意味します。

•  0

電源の投入後、 イニシャル処理実行中で、 か
つイニシャル処理が終了間近であるこ とを意
味します。

•  1

電源の投入後、 イニシャル処理を実行し、 正
常に処理が終了したこ とを意味します。 ま
た、 この状態を 「レディ状態」 と言います。

•  U

イ メージスキャナで原稿を読み取り中に、 エ
ラー （ユーザによる解除が可能） が発生した
こ とを意味します。
“U” と “ エラー番号 （0、 1、 2、 4） ” を交互に

表示します。
なお、 エラー表示中に Scan ボタンか Send to
ボタンを押すと、 レディ状態 （“1”） に戻り

ます。

•  E

イ メージスキャナがイニシャル処理中、 また
は原稿の読み取り中に、 装置異常 （アラー
ム） が発生したこ とを意味します。
“E” と “ アラーム番号 （数字またはアルファ

ベッ ト ） ” を交互に表示します。

なお、 アラーム表示中に Scan ボタンか Send 
to ボタンを押すと、 レディ状態 （“1”） に戻

り ます。
このアラームが発生した場合は、 電源を入れ
直してください。 電源を再投入した後も引き
続きアラームが発生する と きは、 担当保守
員、 ご購入の販売店または RM-1 ページの

「PFU イ メージング サービス＆サポートセン

ター」 を参照してください。

表 5 

名称 機能

フ ァ ン ク シ ョ ン
ナンバーデ ィ ス
プレイ

装置の状態を表示します。 詳細
は、 本節の 4 ページの 「ファン

クシ ョ ンナンバーディ スプレイ
の表示内容について」 を参照し
てください。

ボ
タ
ン

Function Send toボタンで使用する設定の

番号を切り換えます。 （△で +1
または▽で -1）

Send to 関連付けされたアプリ ケーシ ョ
ンを起動します。 （*）

Scan

LED Power スキャナの電源が投入されてい
る時に点灯します。

ファンクシ ョ ンナンバーディス
プレイの表示内容について
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スキャナの設定と接続
2.1 スキャナの設置

　　　　　　　

1. スキャナを設置します。

スキャナの外形寸法、 および設置するために必
要なスペースについては、 fi-5750C オペレータガ
イドの第 10 章 「スキャナの仕様」 を参照してく
ださい。

2. 輸送ロックを解除します。

輸送ロックを反時計回りに 90°回転させて解除
します。   

たて ：解除
よこ ： ロッ ク

3. ADF 輸送ロックネジを外します。

ＡＤＦ 輸送ロックネジを取り外し、 保管位置に
取り付けます。 ADF の位置調節については
AP-11 ページの 「ADF の位置調節」 を参照してく
ださい。

4. ADF 給紙シュートを取り付けます。

ADF 給紙シュートのツメが ADF 背面の穴に差し
込み、 サイドガイドのある面が上になるよ うに
取り付けます。 　 　 　

5. スタ ッカを取り付けます。

スタッカの突起をスキャナの溝にはめ込みます。
スタッカの位置は上・下の２箇所に設定できま
す。

6. 電源ケーブルを接続します。

電源ケーブルは、必ず添付のもの
をお使いください。

7. 電源ケーブルを電源コンセントに接続しま
す。
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スキャナとパソコンの接続
2.2 スキャナとパソコンの接続

Windows 95、 および Windows NT 4.0 をお使いの

場合は、 SCSI ケーブルを接続してください。

Windows 98、Windows Me、Windows 2000、または

Windows XP をお使いの場合は、 USB ケーブル、

または SCSI ケーブルのいずれかを接続してくだ

さい。           

SCSI インタフェースでお使いの場合、 SCSI ケー

ブル、 および SCSI カードは、 市販のものを別途

購入していただく必要があ り ます。

• SCSI ケーブル

スキャナ側は、 50 ピンハーフピッチタイプ

のもので、 パソコン側はお使いの SCSI 
カードのコネクタ形状に合わせたものにし
て ください。

• SCSI カード

以下のウェブサイ トのサポート情報に記載
されている SCSI カードを使用してくださ

い。     http://imagescanner.fujitsu.com/jp/

　 　 　 　 　 　  

USB ケーブルと SCSI ケーブルは、

どちらか一方のみ接続してくださ
い。なお、Windows 95、および

Windows NT 4.0 は USB 接続に対応

していません。

USB 接続の場合

1. USB ケーブルを USB インタフェースコネ
クタに接続します。

USB ケーブルと SCSI ケーブルは、 どちらか一方
のみ接続してください。
なお、 Windows 95、 および WindowsNT 4.0 は USB 
インタフェースを使う こ とができません。

2. も う一方の端をパソコンに接続します。

3. 電源スイッチの 〔｜〕 側を押して、 スキャ
ナの電源を投入します。

4. パソコンの電源を投入します。

USB ケーブルは、同梱の USB ケー

ブルをお使いください。
市販の USB ケーブルでの動作確認

はしておりません。
USB ハブに接続する場合、必ずパ

ソコンに一番近い USB ハブ（1 段

目）に接続してください。2 段目以

降の USB ハブに接続した場合、動

作しないことがあります。
SCSI および USB の 2 つのインタ

フェースが装備されていますが、そ
れぞれのインタフェースは同時に使
用することができません。どちらか
一方のみ接続してください。

SCSI 接続の場合

必ず SCSI ケーブルを接続してか

ら、スキャナとパソコンの電源を投
入してください。
スキャナが SCSI 機器の最終端にな

るように接続してください。

1. SCSI ケーブルを SCSI インタフェースコ
ネクタに接続し、 固定します。
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スキャナの設定と接続
本装置の SCSI ID は工場出荷時に No.5 に設定され

ています。他の装置が同じ ID の時は、本装置の ID
を変更するか他の装置の ID を変更してください。

SCSI ID の設定 • 変更の手順は以下のとおりです。

2.3 ソフ トウェアのインストール

スキャナで原稿を読み取るためには、スキャナド
ライバと、読み取りを行うためのアプリケーシ ョ
ンソフ ト ウェア （以降、アプリ ケーシ ョ ンと記述
します）の両方をインス トールする必要があり ま
す。
スキャナド ラ イバとアプ リ ケーシ ョ ンはそれぞ
れ２種類用意されています。

• スキャナド ラ イバ ：

FUJITSU TWAIN 32 スキャナド ライバ

FUJITSU ISIS スキャナド ライバ

• アプリケーシ ョ ン ：

ScandAll 21 (TWAIN 用 )
QuickScan Pro (ISIS 用 )

2.3.1 FUJITSU TWAIN 32 ス
キャナドライバ   

インス トールを始める前に、以下の内容を確認し
てください。

• Setup CD-ROM を準備してください。

• スキャナとパソコンの接続状態が正しいこ

とを確認してください。

2. も う一方の端をパソコンに接続します。

本装置を SCSI インタフェースでお

使いの場合、SCSI 機器の最終端に

接続してください。

SCSI ID の設定については、以下の

「SCSI ID の設定」を参照してくださ

い。

 SCSI ID の設定

1. スキャナの電源が入っている場合は、 電源
スイッチの 「○」 側を押して電源を切断し
ます。

2. 装置背面部にある SCSI ID スイッチを回転
させ、 SCSI ID を設定します。

表 1 

ID № 内容

0 ～ 7 設定可能

8， 9 8， 9 に設定した場合は、 工場出荷時の設定

（SCSI ID=5） にな り ます。

3. 電源スイッチの 「｜」 側を押して、 スキャ
ナの電源を投入します。

電源を投入すると、 手順 2 で設定した SCSI ID が
有効となります。

4. パソコンの電源を投入します。

準備

スキャナの接続方法については、2-
3 ページの「スキャナとパソコンの

接続」を参照してください。
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ソフ トウェアのインストール
• 旧バージ ョ ンの FUJITSU TWAIN 32 ド ラ イ

バが既にインス トールされている場合は、
アンインス トールして ください。

• FUJITSU TWAIN32 は２種類あ り ます。

オペレーティングシステム （OS） に応じて、

下記のド ライバが自動的にインス トールされ
ます。

• Windows 98, Windows Me, 
Windows 2000, および、

Windows XP の場合 ：

FUJITSU TWAIN32 V9

•  Windows 95, Windows NT 4.0 
の場合 ：

FUJITSU TWAIN32 V8

ASPI マネージャ V4.01 以上

が必要とな り ます。 （通常、
お使いの SCSI ボードに添付

されています）　 　

スキャナの接続方法については、本書の 2-3 ペー

ジの 「スキャナとパソコンの接続」 を参照してく
ださい。                       

コントロールパネル内の［プログラ
ム（またはアプリケーション）の追
加と削除］で、［Scanner Utility for 
Microsoft Windows］を削除してくだ

さい。

FUJITSU TWAIN32 スキャナド
ライバのインストール

Windows XP の画面を例に説明して

います。お使いの OS によって、表

示される画面および操作が若干異な
ります。

1. 電源スイッチを押して、 スキャナの電源を
入れます。

2. パソコンの電源を入れて、 Windows にロ
グオンします。

Windows NT 4.0、Windows 2000 ま

たは Windows XP をお使いの場合

は、“Administrator" の権限（コン

ピュータの管理者権限）を持つユー
ザでログオンしてください。

スキャナが自動認識されて「新しい
ハードウェアの検出ウィザード」

（または、「新しいハードウェアの追
加ウィザード」）画面が表示される
場合があります。ここでは、［キャ
ンセル］ボタンをクリックして、
ウィザード画面を閉じてください。

（※お使いの OS によって、画面が

異なります。）

Windows XP の場合

3. Setup CD-ROM を CD ド ライブにセッ ト
します。

＜セッ トアップディスク起動画面＞が表示され
ます。

お使いのパソコンの CD ドライブの

自動再生設定が OFF になっている

と、＜セットアップディスク起動画
面＞が自動表示されない場合があり
ます。その場合は、エクスプローラ
やマイコンピュータから、CD-ROM
内の「Install.exe」を直接実行してく

ださい。
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スキャナの設定と接続
4. ［インストール］ を選択します。

5. 以下の画面で、 ［TWAIN ド ライバ］ ボタン
をクリ ックします。

6. Error Recovery Guide のインストール画
面が表示されます。

Error Recovery Guide は、 スキャナに問題が発生し
た場合に解決に役立つ情報を提供するソフ ト
ウェアです。 インス トールしないでお使いいた
だいても問題ありませんが、 [ はい ] をク リ ッ ク
しインス トールするこ とをお勧めします。

Error Recovery Guide のインストー

ル画面で [ はい ] を選択すると [ 設定

言語の選択 ] 画面が表示されます。

インストール時の表示言語を選択し
て、画面の指示に従ってください。
インストールが終了すると、Error 
Recovery Guide の画面が自動的に表

示されます。TWAIN ドライバのイン

ストールが開始されるまで、そのま
まお待ちください。

7. 「設定言語の選択」 画面で、 「日本語」 を選
択して ［OK］ ボタンをクリ ックします。

8. 表示される画面の指示にしたがってインス
トールします。

9. インストールの完了を通知する画面が表示
されるので、 ［完了］ ボタンをクリ ックし
ます。

10. システムが再起動され、 スキャナが認識
されます。

OS によっては、以下のような操作

が必要になることがあります。

• Windows 98 の場合

ディ スクの挿入メ ッセージが表
示される場合、 Windows 98 の
CD-ROM を CD ド ラ イブにセッ

ト して、 ［OK］ ボタンをク リ ッ

ク します。
• Windows 2000 の場合

「デジタル署名が見つかりませ
んでした」 画面が表示される場
合、 ［はい］ ボタンをクリ ック
します。
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ソフ トウェアのインストール
これで、スキャナド ライバのインス トールは終了
です。 　 　 　

「ScandAll 21」 は、 TWAIN 規格に対応した、 画像

取り込み用ソフ ト ウェアです。 FUJITSU TWAIN
32 スキャナド ラ イバを使って、 スキャナから画

像を取り込むこ とができます。    

• Windows XP の場合

1. 「新しいハードウェアの検出

ウ ィザード」 画面が表示され
る場合、 Setup CD-ROM が CD 
ド ライブにセッ ト されている
こ とを確認して、 ［次へ］ ボタ
ンをク リ ッ ク します。

2. 「ハード ウェアのインス トー

ル」 画面で、 警告表示が出る
場合 ［続行］ ボタンをク リ ッ
ク します。

3. インス トールの完了を通知す

る画面で、 ［完了］ ボタンをク
リ ッ ク します。

FUJITSU TWAIN32 スキャナドライ

バが正しくインストールされている
ことを確認するためには、ScandAll 
21 などの TWAIN 規格に対応したア

プリケーションから、読み取りをお
こなってください。

ScandAll 21 のインストール

Windows NT 4.0、Windows 2000 ま

たは Windows XP をお使いの場合

は、“Administrator" の権限（コン

ピュータの管理者権限）を持つユー
ザでログオンしてください。

1. Setup CD-ROM をセッ ト します。

＜セッ トアップディスク起動画面＞が表示され
ます。

2. ［インストール］ を選択します。

3. 「ScandAll 21］ を選択します。

4. 「設定言語の選択」 画面で、 インストール
時に使用する言語を選択して ［OK］ ボタ
ンをクリ ックします。

5.  画面の指示にしたがってインストールし
て ください
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スキャナの設定と接続
6. インストールの完了を通知する画面が表示
されるので、 ［完了］ ボタンをクリ ックし
ます。

ここで再起動が必要な場合がありま
す。画面の指示にしたがってくださ
い。

1.  ADF 給紙シュートに原稿をセッ ト して く
ださい。

原稿のセッ ト方法については、 fi-5750C オペレー
タガイド 「2.4 原稿の読み取り方法」 を参照して
ください。

2. ScandAll 21 を起動します。

［スタート］ メニューから、 ［プログラム］ －
［Scanner Utility for Microsoft Windows］ － ［ScandAll 
21］ の順に選択します。

3. 使用するスキャナを指定します。

ScandAll 21 の ［スキャン］ メニューから ［スキャ
ナの選択］ を選択します。

4. 表示されたダイアログボックスで、
「FUJITSUfi-5750Cdj」 または 「FUJITSU 
TWAIN32」 を選択して、 ［選択］ ボタンを
クリ ックします。

･ Windows 98、 Windows Me、 
Windows 2000 および Windows 
XP の場合 ：
「FUJITSU fi-5750Cdj」

･ Windows 95、 Windows NT 4.0 の
場合 ：
「FUJITSU TWAIN32」

5. ［スキャン］ メニューから、 ［画面へ表示］
を選択します。

6. ［TWAIN ドライバ］ （読み取り条件を設定
する画面） で、 読み取り解像度や原稿サイ
ズなどを設定して、 ［読取］ ボタンをク
リ ックします。

「TWAIN ドライバ」の設定について

は、Setup CD-ROM で提供されてい

る「FUJITSU TWAIN32 スキャナド

ライバ 取扱説明書」を参照してくだ

さい。
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ソフ トウェアのインストール
原稿をスキャナで読み取るこ とができたら、セッ
ト アップは正常に終了となり ます。
その他の読み取り方法については、 User Manual
CD-ROM で提供されている「fi-5750C オペレータ

ガイ ド」 を参照してください。

2.3.2　FUJITSU ISIS スキャナ
ドライバ　

インス トールを始める前に、以下の内容を確認し
てください。

• Setup CD-ROM を準備してください。

• スキャナとパソコンの接続状態が正しいこ

とを確認してください。 　 　  

7. 原稿が読み取られ、 ScandAll 21 の画面に
イメージが表示されます。

インストールの確認

準備

スキャナの接続方法については、2-
3 ページの「スキャナとパソコンの

接続」を参照してください。

FUJITSU ISIS スキャナド ライ
バのインストール

Windows XP の画面を例に説明して

います。お使いの OS によって、表

示される画面および操作が若干異な
ります。

1. 電源スイッチを押してスキャナの電源を入
れます。

2. パソコンの電源を入れて、 Windows にロ
グオンします。

WindowsNT4.0、Windows 2000 ま
たは Windows XP をお使いの場合

は、"Administrator" の権限（コン

ピュータの管理者権限）を持つユー
ザでログオンしてください。

スキャナが自動認識されて「新しい
ハードウェアの検出ウィザード」

（または、「新しいハードウェアの追
加ウィザード」）画面が表示される
場合があります。ここでは、［キャ
ンセル］ボタンをクリックして、
ウィザード画面を閉じてください。

（※お使いの OS によって、画面が

異なります。）

Windows XP の場合

3. Setup CD-ROM を CD ド ライブにセッ ト
します。

< セッ トアップディスク起動画面 > が表示され
ます。
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スキャナの設定と接続
お使いのパソコンの CD ドライブの

自動再生設定が OFF  になっている

と、＜セットアップディスク起動画
面＞が自動表示されない場合があり
ます。その場合は、エクスプローラ
やマイコンピュータから、CD-ROM 
内の「Install.exe」を直接実行してく

ださい。

4. ［インストール］ を選択します。

5. 以下の画面で、 ［ISIS ド ライバ］ ボタンを
クリ ックします。

6. Error Recovery Guide のインストール画
面が出ます。

Error Recovery Guide はスキャナに問題が発生した
場合に解決に役立つ情報を提供するソフ ト ウェ
アです。 インス トールしないでお使いいただい
ても問題はありませんが、 〔はい〕 をク リ ッ クし
てインス トールするこ とをお勧めします。

Error Recovery Guide のインストー

ル画面で [ はい ] を選択すると [ 設定

言語の選択 ] 画面が表示されます。

インストール時の表示言語を選択し
て、画面の指示に従ってください。
インストールが終了すると、Error 
Recovery Guide の画面が自動的に表

示されます。ISIS ドライバのインス

トールが開始されるまで、そのまま
お待ちください。

7. 「設定言語の選択」 画面で、 「日本語」 を選
択して ［OK］ ボタンをクリ ックします。

8. 画面に表示される指示にしたがってアプリ
ケーションをインストールします。

9. インストールの完了を通知する画面が表示
されるので、 ［完了］ ボタンをクリ ックし
ます。

10. システムが再起動され、 スキャナが認識
されます。

OS によっては、以下のような操作

が必要になることがあります。

• Windows 98 の場合 ：

ディ スクの挿入メ ッセージが表
示される場合、 Windows 98 の
CD-ROM を CD ド ラ イブにセッ

ト して、 ［OK］ ボタンをク リ ッ

ク します。
• Windows 2000 の場合 ：

「デジタル署名が見つかりませ
んでした」 画面が表示される場
合、 ［はい］ ボタンをクリ ック
します。
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ソフ トウェアのインストール
  これでスキャナド ライバのインス トールは終了

です。    

「QuickScan Pro」 は、 ISIS 規格に対応した、 画像

取り込み用ソフ ト ウェアです。 FUJITSU ISIS ス
キャナド ライバを使って、スキャナから画像を取
り込むこ とができます。         

• Windows XP の場合
1.「新しいハードウェアの検出ウィ

ザード」画面が表示される場合、
Setup CD-ROM が CD ドライブに

セットされていることを確認して、
［次へ］ボタンをクリックします。

2.「ハードウェアのインストール」

画面で、警告表示が出る場合［続
行］ボタンをクリックします 3. イ
ンストールの完了を通知する画面
で、［完了］ボタンをクリックしま
す。

QuickScan Pro （体験版） のイ
ンストール

Windows NT 4.0、Windows 2000 ま

たは Windows XP をお使いの場合

は、 「Administrator」の権限（コン

ピュータの管理者権限）を持つユー
ザでログオンしてください。

1. Setup CD-ROM を CD ド ライブにセッ ト
します。

< セッ トアップディスク起動画面 > が表示され
ます。

2. ［インストール］ を選択します。

3. 以下の画面で ［QuickScan PRO （体験
版）］ を選択します。

4. 以下の画面で 〔次へ〕 ボタンをクリ ックし
ます。 　 　

5. 必要な情報を入力のうえ、 ［次へ］ ボタン
をクリ ックします。 　
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スキャナの設定と接続
スキャナが正常に作動するかど うかを、以下の手
順に従って確認します。 　 　 　 　 　 　

原稿をスキャナで読み取るこ とができたら、セッ
ト アップは正常に終了となり ます。

Setup CD-ROM に添付されている

QuickScan Pro は体験版です。その

ため、30 回までの使用制限がありま

す。継続してお使いになる場合は製
品版を購入していただく必要があり
ます。（試用版をインストールする
場合は、表示されるシリアル番号を
そのままお使いください。）

6. 画面に表示される指示に従ってアプリケー
ションをインストールします。

インストールの確認

1. ADF 給紙シュートに原稿をセッ ト して く
ださい。

原稿のセッ ト方法については、 fi-5750C オペレー
タガイド 「2.4 原稿の読み取り方法」 を参照して
ください。

2. QuickScan Pro を起動します。

［スタート］ から ［プログラム］ － ［QuickScan］
の順に選択し、 ［QuickScan］ をク リ ッ クします。

3. メニューバーから ［スキャン］ － ［スキャ
ナの選択］ を選びます。

Fujitsu fi-5750C を選択し、 ［OK］ ボタンをク リ ッ
クします。

4. ［スキャン］ から ［設定のプレビュー］ を
選んで、 読み取り解像度や原稿サイズなど
を設定して、 ［OK］ をクリ ックします。

5. ［スキャン］ から ［スキャンのプレビュー］
を選択すると、 原稿の読み取りが開始され
ます。

QuickScan の機能や操作法について

は「QuickScan 概要」もしくは

「QuickScan ヘルプ」を参照してく

ださい。
［スタート］から［プログラム］ －
［QuickScan］の順に選択し、参照す

るファイルをクリックします。
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ソフ トウェアのインストール
2.3.3  その他のアプリケーシ ョ ン  

Error Recovery Guide をインス トールしておく こ

とで、 スキャナがエラー状態になったと きに、パ
ソ コンの画面上にエラー解除方法の手引きを表
示するこ とができます。
スキャナド ライバと同時にインス トールせず、後
から このアプ リ ケーシ ョ ンを追加インス トール
する場合は、下記の手順に従ってください。      　

画像処理ソフ ト ウェアオプシ ョ ン （体験版） のイ
ンス トールについては、 「画像処理ソフ ト ウェア
オプシ ョ ン 　ユーザズガイ ド」 を参照してくださ
い。 　

装置に添付されている 「A d o be  A c r o ba t  6 . 0
Standard CD-ROM」 か ら、 以下の手順で Adobe
Acrobat をインス トールします。

Error Recovery Guide のイン
ストール

1. Setup CD-ROM を CD ド ライブにセッ ト
します。

＜セッ トアップディスク起動画面＞が表示され
ます。

2. ［インストール］ をクリ ックします。

3. 以下の画面で ［Error Recovery Guide］
をクリ ックします。

4. 「設定言語の選択」 画面で 「日本語」 を選
択して ［OK］ ボタンをクリ ックします。

5. 画面に表示される指示に従ってアプリケー
ションをインストールします。

6. インストールの完了を通知する画面が表示
されるので、 ［完了］ ボタンをクリ ックし
ます。

画像処理ソフ トウェアオプシ ョ
ン （体験版） のインストール

Adobe Acrobatのインストール

「Adobe Acrobat 6.0 Standard」は 
Windows 95、 Windows NT4.0、 
Windows 98 および Windows Me に

は対応しておりませんのでご注意く
ださい。（Windows 98 Second 
Edition は対応しております）
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スキャナの設定と接続
Adobe Acrobat はマニュアルを表示

するために必要です。
※お使いのパソコンに、既にインス
トールされている場合は、あらため
てインストールする必要はありませ
ん。

1. Adobe Acrobat 6.0 CD-ROM を CD-ROM 
ド ライブにセッ ト します。

CD-ROM が自動認識され、 「Adobe Acrobat 6.0 
AutoPlay」 の画面が表示されます。

お使いのパソコンの CD ドライブの

自動再生設定が OFF になっている

と、＜ Adobe Acrobat 6.0 AutoPlay
＞が自動表示されない場合がありま
す。その場合は、エクスプローラや
マイコンピュータから、CD-ROM 内

の「AutoPlay.exe」を直接実行して

ください。

2. 以下の画面が表示さるので、 ［インストー
ル］ ボタンを選択して、 下に表示される
［AdobeAcrobat 6.0 Standard のインス
トール］ ボタンをクリ ックします。   

インス トールが開始されて、 セッ トアップ画面が表示
されます。

3. 以下の画面が表意されるので、 〔次へ〕 ボ
タンをクリ ックします。

4. セッ トアップ画面が表示されるので、 画面
の指示にしたがってインストールします。

Adobe Acrobat 6.0 のインストール

に関する詳細については、操作 3. の
画面の［お読みください］ボタンを
クリックして表示される説明をお読
みください。
Adobe Acrobat 6.0 の使い方につい

ては、「Adobe Acrobat 6.0 のヘル

プ」を参照してください。

Adobe 製品のサポートおよびユーザ

登録について

Adobe Acrobat 6.0 Standard CD-
ROM 内にある [Customer Support]
フォルダのテクニカルサポートの情
報をご覧ください。
ただし、本製品はバンドル製品のた
め、無償サポートはご利用いただけ
ません。
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問題が起きたとき
付録 1　問題が起きたとき

修理を依頼される前に、 次の項目を点検してください。

項目を点検しても直らない場合は、 ご購入の販売代理店または RM-1 ページの 「PFU イ メージング サー

ビス＆サポートセンター」 にお問い合わせください。

　

ト ラブルシューティングチェ ックリスト 　

表 1 

症状 点検項目 対処法

電源が入らない。 電源スイ ッチが入っていますか？ 電源スイ ッチの 「｜」 を押して ください。

AC ケーブルが正し く接続されていま
すか？

AC ケーブルを正し く接続してください。

AC ケーブルを一度抜いて、 再び挿してくだ
さい。 この方法を試しても電源が入らない
場合は、 担当保守員、 ご購入の販売店また
は RM-1 ページの 「PFU イ メージング サー
ビス＆サポートセンター」 に問い合わせして
ください。

Windows は正常に起動していますか？ Windows の起動が終了するまで待ってから、
再度電源スイ ッチを押してください。

輸送ロッ クが動作時の位置にセッ ト さ
れていますか？

輸送ロッ クを正しい位置にセッ ト して くだ
さい。

読み取りが開始され
ない。

原稿は ADF 給紙シュートに正し くセッ
ト されていますか？

原稿を ADF 給紙シュートに正し くセッ ト し
て ください。

ADF は完全に閉まっていますか？ ADF を完全に閉めてください。

USB ケーブルあるいは SCSI ケーブル
は正し く接続されていますか？

ケーブルを正し く接続してください。

（USB ハブをお使いの場合は、 ハブの電源を
チェッ ク して ください）

SCSI ID は正し く設定されています
か？

（SCSI インタフェースをお使いの場合）

スキャナ背面の SCSI ID スイ ッチで SCSI ID
を正し く設定してください。

ファンクシ ョ ンナンバーディ スプレイ
にエラーまたはアラームが表示されて
いますか？

ファンクシ ョ ンナンバーディ スプレイにエ
ラーまたはアラームが表示されている場合
は、 fi-5750C オペレータガイ ドの第 6 章 「問
題が起きたと き」 を参考にして解除してく
ださい。
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問題が起きたとき
読み取りが開始され
ない。

スキャナの電源を切ってから再び入れ
てもアラームが表示されたままです
か？

スキャナの電源を入れ直ししても症状が改
善されないと きは、 担当保守員、 ご購入の
販売店または RM-1 ページの 「PFU イ メージ
ング サービス＆サポートセンター」 に問い合
わせしてください。

読み取った画像に縦
線が出る。

フラ ッ トベッ ド読み取りの場合

原稿台のガラス面および原稿押さえ
パッ ドはきれいですか？

fi-5750C オペレータガイ ド 「4.3 フラ ッ ト
ベッ ドの清掃」 を参考にして、 ガラス部を清
掃してください。

ADF 読み取りの場合

ADF 内部のガラス面はきれいですか？

fi-5750C オペレータガイ ド 「4.2 ADF の清
掃」 を参照して汚れている箇所を清掃してく
ださい。

画像の出力結果がず
れる、 またはゆが
む。

フラ ッ トベッ ド読み取りの場合

原稿台のガラス面および原稿押さえ
パッ ドはきれいですか？

fi-5750C オペレータガイ ド 「4.3 フラ ッ ト
ベッ ドの清掃」 を参照して汚れている箇所
を清掃してください。

フラ ッ トベッ ド読み取りの場合

原稿押さえパッ ドは正し く取り付けら
れていますか？

原稿押さえパッ ドを正し く取付けてくださ
い。

ADF 読み取りの場合

読み取り中に、 ADF の上部を押さえつ
けていますか？または ADF の上に重い
物を置いていますか？

ADF の上部を押さえつけたり、 上に重い物
を置いたり しないでください。

ADF 読み取りの場合

スキャナは水平で平らな面に置かれて
いますか？

スキャナを水平で平らな面に置いてくださ
い。

ADF 読み取りの場合

原稿は正し くセッ ト されていますか？

原稿を正し くセッ ト して ください。

読み取り結果に汚れ
がある。

フラ ッ トベッ ド読み取りの場合

原稿台のガラス面および原稿押さえ
パッ ドは汚れていませんか？

fi-5750C オペレータガイ ド 「4.3 フラ ッ ト
ベッ ドの清掃」 を参照して汚れている箇所
を清掃してください。

ADF 読み取りの場合

ADF 内部のガラス面は汚れていません
か？

fi-5750C オペレータガイ ド 「4.2 ADF の清
掃」 を参照して汚れている箇所を清掃して
ください。

ダブルフ ィードが頻
繁に起こる。

fi-5750C オペレータガイ ド  第６章に記
載されている 「原稿の紙質」 および
「ダブルフ ィードの検出条件」 は満たし
ていますか？

fi-5750C オペレータガイ ド  「8.2 原稿の紙
質」 および 「8.5 ダブルフ ィードの検出条件」
を満たしている原稿を使用してください。

原稿は ADF 給紙シュートに正し くセッ
ト されていますか？

読み取りの前に原稿の束をさばいて、 きち
んと端をそろえてから ADF 給紙シュートに
セッ ト して ください。 詳し くは、 「2.1　 ス
キャナの設置」 (2 ページ ) を参照してくださ
い。

表 1 

症状 点検項目 対処法
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問題が起きたとき
ダブルフ ィードが頻
繁に起こる。

原稿の束の厚さが
A4 サイズ原稿 :20 mm
A3 サイズ原稿 :10mm
 を超えていますか ?

原稿用紙の枚数を
A4 サイズ原稿 :20 mm
A3 サイズ原稿 :10mm
まで減らして ください。

fi-5750C オペレータガイ ド  第 8 章に記
載されている 「原稿の紙質」 および
「ダブルフ ィードの検出条件」 は満たし
ていますか？

fi-5750C オペレータガイ ド  「8.2 原稿の紙
質」 および 「8.5 ダブルフ ィードの検出条
件」 を満たしている原稿を使用してくださ
い。

ブレーキローラが汚れていますか？ ブレーキローラを清掃してください。 詳し
くは、 fi-5750C オペレータガイ ド  「4.2 ADF
の清掃」 を参照してください。

ブレーキローラが磨耗していますか？ ブレーキローラを交換してください。 詳し
くは、 fi-5750C オペレータガイ ド 「 5.2 ブ
レーキローラの交換」 を参照してください。

原稿が送り込まれな
い。

（ピッ クエラーが頻
繁に発生する、 も し
くは原稿が途中で止
まる。）

fi-5750C オペレータガイ ド  第 8 章に記
載されている 「原稿の紙質」 および
「ダブルフ ィードの検出条件」 は満たし
ていますか？

fi-5750C オペレータガイ ド  「8.2 原稿の紙
質」 および 「8.5 ダブルフ ィードの検出条
件」 を満たしている原稿を使用してくださ
い。

ピッ ク ローラが汚れていますか？ ピッ クローラを清掃してください。 詳し く
は、 fi-5750C オペレータガイ ド 「4.2 ADF の
清掃」 を参照してください。

ピッ ク ローラが磨耗していますか？ ピッ クローラを交換してください。 詳し く
は、 fi-5750C オペレータガイ ド 「5.3 ピッ ク
ローラの交換」 を参照してください。

搬送路に異物が入り込んでいません
か？

搬送路から異物を取り除いてください。

読み取った画像が間
延びする。

フ ィード ローラ／プラスチッ ク ローラ
が汚れていますか？

フ ィード ローラ／プラスチッ ク ローラを清
掃してください。 詳し くは、 fi-5750C オペ
レータガイ ド 「 4.2 ADF の清掃」 を参照して
ください。

読み取り倍率を調整しましたか？  Windows 98, Windows Me, Windows 
2000,Windows XP の場合は、 ［コン ト ロール
パネル］ から ［スキャナとカメ ラ］ を選択
し、 ［装置設定］ タブから読み取り倍率を調
整してください。 
Windows 95, Windows NT 4.0 の場合は、 タス
ク ト レイにある Scanner Control Center アイコ
ンを右ク リ ッ ク して ［オプシ ョ ン］ を選択
し、 読み取り倍率を調整してください。
fi-5750C オペレータガイ ド第７章 「スキャナ
の設定」 を参照してソフ ト ウエアオペレー
シ ョ ンパネルから設定してください。

表 1 

症状 点検項目 対処法
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問題が起きたとき
読み取った画像の先
端に影がある。

フ ィード ローラが汚れていますか？ フ ィード ローラを清掃してください。 詳し
くは、 fi-5750C オペレータガイ ドの第 4 章
「日常のお手入れ」 を参照してください。

オフセッ ト量を調整してください。 Windows 98, Windows Me, Windows 
2000,Windows XP の場合は、 ［コン ト ロール
パネル］ から ［スキャナとカメ ラ］ を選択
し、 ［装置設定］ タブから副走査のオフセッ
ト量を調整してください。

Windows 95, Windows NT 4.0 の場合は、 タス
ク ト レイにある Scanner Control Center アイコ
ンを右ク リ ッ ク して ［オプシ ョ ン］ を選択
し、 副走査のオフセッ ト量を調整してくだ
さい。
または fi-5750C オペレータガイ ド第７章
「スキャナの設定」 を参照してソフ ト ウエア
オペレーシ ョ ンパネルから設定してくださ
い。

表 1 

症状 点検項目 対処法
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問題が起きたとき
以下に、 各エラーの解除方法を示します。

• 「U0」 のエラーが発生した場合

輸送ロッ クを解除してください。
輸送ロッ クの解除については、 本マニュアル
の 「2.1　 スキャナの設置」 (2 ページ ) を参照

してください。

• 「U1」 のエラーが発生した場合

つまった原稿を取り除いてください。
原稿の取り除き方法については、 fi-5750C オ
ペレータガイ ド第 6 章 「問題が起きたと き」 
を参照してください。

• 「U2」 のエラーが発生した場合

つまった原稿を取り除いてください。
原稿の取り除き方法については、 fi-5750C オ
ペレータガイ ドの第 6 章 「問題が起きたと

き」 を参照してください。
続けて、 読み取る原稿が ADF での読み取り

に適しているかを確認してください。
詳細については、 fi-5750C オペレータガイ ド

の第 8 章 「ADF 読み取る原稿条件」 を参照し

てください。

• 「U4」 のエラーが発生した場合

ADF を間前任閉じてください。

詳細は、 fi-5750C オペレータガイ ド第 6 章

「問題が起きたと き」 を参照してください。

  

アラーム （装置異常） が発生した場合は、 スキャ
ナの電源を切ってから再び入れてください。
この方法を試しても症状が改善されないと きは

エラー

表示 エラーの内容

U0 輸送ロッ クがロ ッ ク状態です。 固定状態
でないか確認してください。

U1 原稿づま りが発生しました。

U2 ダブルフ ィードが発生しました。

U4 ADF カバーが開いています。

アラーム ( 装置異常）

表示 アラームの内容

E0 フラ ッ トベッ ド部の走行系に異常が発生し
ました。

E1 光学系 （フラ ッ トベッ ド） に異常が発生し
ました。

E2 光学系 （表） に異常が発生しました。

E3 光学系 （裏） に異常が発生しました。

E4 モータ ヒ ューズが切断しました。

E5 ランプヒ ューズが切断しました。

E6 オペレータパネルに異常が発生しました。

E7 EEPROM に異常が発生しました。

E8 SCSI インタフェース ヒ ューズが切断しま
した。

E9 画像メモ リにエラーが発生しました。

Ec メモ リにエラーが発生しました。

Ed SCSI インタフェース部のコン ト ローラに
エラーが発生しました。

EF 裏あて切り替え機構に異常が発生しました。

E10 ROM 異常が発生しました。

E11 ファン異常が発生しました。

E12 ヒータ異常が発生しました。 (ADF ／フ
ラ ッ トベッ ド共通）

E15 増設メモ リオプシ ョ ンに異常が発生しまし
た。

E16 オプシ ョ ンボードに異常が発生しました。

E18 センサ異常が発生しました。

E19 LSI 異常が発生しました。

E1A スキャナ内部通信異常が発生しました。
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問題が起きたとき
ご購入の販売店または RM-1 ページの 「PFU イ

メージング サービス＆サポート センター」 に問

い合わせてください。

Error Recovery Guide について

Error Recovery Guide をインストール

しておくと PC 起動時に Error 
Recovery Guide のアイコンがタスク

トレイに現れます。上記のようなエ
ラー及びアラーム状態が発生する通知
画面が現れアラームの原因となったエ
ラー名称、コード等の情報が表示しま
すので内容を記録し、〔詳細…〕ボタ
ンをクリックしてください。エラーに
ついてより詳しい対処法が表示されま
す。
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日常のお手入れ
付録 2　日常のお手入れ

*1） 清掃用品の詳細については、 スキャナをご購入された販売会社、 または富士通コワーコ株式会社に

お問い合わせください。

装置使用時は ADF 内部のガラスは高温になります。

内部を清掃するときは、電源を切断し、AC ケーブルをコンセントから抜いてから、３分以上

待っておこなってください。

フィードローラと排出ローラの清掃をするときは、電源を投入した状態でおこないます。

清掃用品

清掃用品 商品番号 備　考

清掃ペーパー 0631180 1 パッ クあたり 10 枚セッ ト

ク リーナ F1 を吹きつけて使用します。

ク リーナ F1
（またはイ ソプロ
ピルアルコール）

0631150 1 ボ トル

布にしみこませて清掃します。 *1

ク リーナ F2 0631160 1 ボ トル

綿棒にしみこませて清掃します。 プラスチッ ク ローラ専用

綿棒 市販のもの

乾いた布 市販のもの

クリーナ F2 でゴム製の部分を清掃しないでください。
AP-8



日常のお手入れ
清掃については、 User Manual CD-ROM 内の fi-5750C オペレータガイ ド第 4 章 「装置の清掃」 を参照してくだ

さい。

清掃が必要な箇所と清掃頻度

装置内部を清掃するときは、エアスプレーは使用しないでください。

場所 名称
クリーナ F1 を吹き付けた

清掃ペーパー

クリーナ F1 を

しみ込ませた布
クリーナ F2 をつけた綿棒

1 万枚読み取り毎 1 万枚読み取り毎 汚れがひどい場合

フラ ッ トベッ ド 原稿押さえパッ ド ○

原稿台 ○

ADF シュート ローラ ○

ピッ クアーム ○

ピッ クローラ ○ ○

ブレーキローラ ○ ○

フィード ローラ ○ ○

プラスチッ クローラ ○ ○ ○

シートガイ ド ○ ○

ガラス ○

超音波センサ 乾いた布で拭いてください。

以下のような原稿を使用している場合は、頻繁に清掃する必要があります。

• コート紙のよ うに表面が滑らかな原稿

• ほぼ全面に印刷されている原稿

• ノーカーボン紙のよ うに化学物質で加工してある原稿

• カルシウムを多く含む原稿

• 鉛筆書きの原稿を多数読み取る場合
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消耗品の交換
付録 3　消耗品の交換

以下に、 消耗品の型名と交換周期の目安を示しま

す。

消耗品の購入につきましては、スキャナをご購入
された販売会社、または富士通コワーコ株式会社
にお問い合わせください。

交換周期は、 A4 原稿 （64 g/m2） の上質紙、 また

は中質紙を使用した場合の目安であり、使用する
原稿、 お客様の使用頻度、 および清掃の頻度に
よって異なり ます。 

以下の図に交換する消耗品の場所を示します。詳
し くは、 User Manual CD-ROM で提供されている

fi-5750C オペレータガイ ドの第 5 章 「消耗品の交

換」 を参照してください。     

  

   

装置使用時は ADF 内部のガラス

は高温になります。

内部の清掃をおこなうときは、
電源を切断し、AC ケーブルをコ

ンセントから抜いてから、３分
以上待っておこなってください。

消耗品の番号と交換周期

品名 仕様 商品番号 備考

ピッ クロー
ラ

PA03338-
K011

0637820 25 万枚

または

1 年ごと

ブレーキ
ローラ

PA03338-
K010

0637810 25 万枚

または

1 年ごと

当社指定の消耗品以外は、使用しない
でください。

ピックローラ

ブレーキローラ
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ADF の位置調節
付録 4　  ADF の位置調節

本製品の ADF は、工場出荷時に ADF 輸送ロッ ク

ネジによ り固定してあ り ます。
ADF をお使いになる前に、 必ず ADF 輸送ロッ ク

ネジを取り外し、 固定状態から解除して くださ
い。
ADF は次の 3 つの位置に設定するこ とができま

す。

• タイプ 1: ト ラディシ ョナル

- 従来の富士通スキャナのスタイル

- これまでの富士通製品になれた利用者用

• タイプ 2: スタンダード

- 省設置スペース

- 右利きの利用者用 

• タイプ 3: 逆方向

- 省設置スペース

- 左利きの利用者用

 

ADF の位置をタイプ 2 または 3 に変更する と き

は、 ADF をスキャナ中央にスラ イ ド させます。

ADF がタイプ 2 の位置に設定されている と き、

180 度回転させるこ とによ り、 タイプ 3 に設定で

きます。 また、 タイプ 3 からタイプ 2 に変更する

場合も、 ADF を 180 度回転させます。

ADF 設定の詳細については、 User Manual CD-
ROM で提供されている fi-5750C オペレータガイ

ドの 「2.2 ADF の設定 を参照してください。   

ADF の回転中に指をはさまないよう

に注意ください。

･ ADF の回転は必ずスタ ッカを立て
て行って下さい。

･ ADF を 180 度を超えて回転させな
いで ください。 ADF が損傷する場
合があります。
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ADF の位置調節
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修理 ・ お問い合わせについて

当社では、 お客様に安心して富士通イ メージス
キャナ fi シ リーズをお使いいただけるよ う、万全

のサポート体制を整えています。
購入時にご加入頂く契約サービスと、必要な時に
その都度ご利用いただけるスポッ ト サービスに
よ り、 お客様を強力にバッ クアップいたします。

■ 契約サービス

契約サービスには、 以下の ２種類のサービス メ
ニューがあり ます。

定額訪問修理サービス

機器の故障発生には、 直ちにサービスマンが伺
い、 迅速で確実な修理作業を行います。
メーカー直接保守による高度な技術と迅速な保
守対応を行います。
全国サービスネッ ト による迅速な保守対応を行
います。

定額定期保守サービス

お客様に安心して機器を使用して頂くために、年
一回サービスマンが点検作業に伺います。
機器の故障発生時は上記と同等なサービス対応
を行います。
機器点検によ り品質の維持と障害を未然に防止
します。

■ スポッ トサービス

スポッ トサービスには、以下の２種類のサービス
があり ます。

センドバック修理サービス

修理窓口まで機器を持ち込んで頂き修理を行い

ます。

*1　代替機については、同一機種ではなく、同等

機能をもつ機種になるこ とがあ り ます。
*2　代替機サービスは、引き取りサービスとの併

用でのみご利用できます。代替機サービスの

みのご利用はできません。 ご了承下さい。

オンサイ ト修理サービス

機器の故障発生時にご連絡頂き、その後、サービ
スマンが直接修理に伺います。  　  　

オプシ ョ ン装着時は、 スキャナ本体価格と搭載
オプシ ョ ン製品の合計金額となり ます。 消耗品
はお客様の費用負担となり ます。

センドバッ ク修
理サービス

持込基本料 + 部品費

* 送料 ： 発送元負担

引き取り修理
サービス （付加）

指定日に修理機を引き取り ま
す。

代替機サービス
（付加） *1*2

修理中に代替機を貸出します。

（引取り と併用）

キャンセル料 持ち込み診断後、 交換部品が
高価なため修理をキャンセル
する場合などにかかり ます。

オンサイ ト修理
サービス

訪問基本料金 （作業時間＝ 1
時間まで） + 部品費 + オプ

シ ョ ン料金 + 加算料金 （技術

料金。 その他加算料金）

スポッ トサービスの場合の故障 ・ 修理、 および
各種お問い合わせ

受付窓口 PFU イ メージング サービス

＆サポートセンター

E-mail scanners@pfu .fujitsu.com

電話 0120 - 37 - 9089

042 - 788 - 7746 （携帯電話か

らおかけの場合）
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なお、本サービス内容は、予告なく変更される場
合があり ます。
詳細につきましては、当社ホームページでご確認
いただくか、 または PFU イ メージング サービス

＆サポートセンターまでお問い合わせください。

消耗品の購入先

ピッ ク ローラなどの消耗品のご購入については、
本装置を購入された販売代理店、または富士通コ
ワーコ株式会社にお問い合わせください。

富士通コワーコ株式会社
TEL: 0120-505-279
http://jp.fujitsu.com/group/coworco/

電話お問い合わせ受け付け時間
月～金／ 9 ： 00 ～ 17 ： 30
（土 ・日 ・祝祭日 ・年末年始を除く）

･ 本製品の修理はお客様自身では行わないでくだ
さい。

･ 本製品の保証条件については製品に同梱の当社
の保証書の規定をご覧ください。 保証書には所
定事項をご記入の上大切に保管願います。

･ 本製品の修理部品の最低供給期間は製品の製造
打ち切り後 5 年間です。

受付時間 月～金曜日
9:00 ～ 12:00、 13:30 ～ 17:00
（土 ・ 日 ・ 祝祭日 ・ 年末年
始 ・ 当社休業日を除く）

ホームページ http://imagescanner.fujitsu.com/
jp/

スポッ トサービスの場合の故障 ・ 修理、 および
各種お問い合わせ
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